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FCの基礎と役割



フィルムコミッションの歴史
１９６９年 米国コロラド州政府「コロラド・フィルムコミッション」を設立

１９７５年 ＝国際フィルムコミッショナーズ協会
(Association of Film Commissioners International) が設立

以後、世界各国にフィルムコミッションが誕生！

２０００年 「フィルム・コミッション設立研究会」発足
大阪ロケーション・サービス協議会（日本初）

２００１年 「全国フィルム・コミッション連絡協議会」

２００４年 （アジア・フィルムコミッションネットワーク）発足

２００９年 「全国フィルム･コミッション連絡協議会」

「特定非営利活動法人ジャパン・フィルムコミッション」設立

日本にFCを設立！

会員数108

国のFCなし業務移行
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地域ブロックFCネットワーク

地域FC会員数

135

Japan Film Commission
特定非営利活動法人 ジャパン・フィルムコミッション（JFC）

日本のフィルムコミッション
地域FCネットワーク
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フィルムコミッション(FC) とは、映画、ドラマ、テレビ番組、配信、アニメ、CM、PVといった

映像作品の地域ロケーション撮影・制作が円滑に行われるための支援を行う団体で、

つぎの三要件を満たす公的機関のこと。

FCは、撮影（制作）支援を行うことによって、地域活性に繋げる目的で活動している。

フィルムコミッション（FC）とは

FCの３要件＝世界共通ルール

＊非営利公的機関であること
制作者との対等な立場を担保するため
公益性を担保し、地域の合意形成を図るため

＊ワンストップサービスを提供すること
地域における一元的な相談窓口
許認可権者との協力体制がある
地域の民間施設等への仲介ができる体制

＊作品の内容を選ばない
検閲を行わない（表現の自由を尊重する）
ただし、地域に不利益な場合は支援を行わない
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＜JFC会員の組織体制＞

FCの所属団体（母体組織）

外郭団体（観光協会、コ

ンベンション協会等）

42%

市役所/役場

37%

都道府県庁

15%

広域、多様な

団体のネット

ワーク/協議会

3%

商工会議所/NPO法

人/民間事業体

3%

観光部局

76%

広報部局

6%

産業部局

5%

総務企画

2%

文化部局

2%

部署無し

2%

民間

7%

FCの所属部署

2024年度JFC調査

フィルムコミッションは、人に団体の場合が多く、ほとんどは、県庁や市役所の自治体、または観光連盟や
観光協会、コンベンション協会などの第三セクターで実施する一事業名である。
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1.  制作者への誘致・プロモーション活動
2.  制作者へのロケーション撮影支援
3. 支援した作品を活用した地域活性化活動

地域住民や映像業界とのコラボレーション：映画祭、上映会

観光政策としての誘客施策：コンテンツ(ロケ)ツーリズム

文化資産の保全・活用：施設改修・保全活動

特産品等の物販促進：プロダクト・プレイスメント

地域教育機関との連携：映像制作ワークショップ

4.  地域への啓蒙・ＰＲ活動
5.  情報の蓄積、スタッフの育成
6.  近隣FCとの連携

フィルムコミッションの活動内容
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撮影誘致⇒ロケ地の提案

フィルムコミッションのロケ撮影支援

制作者から聞いたイメージや、台本、
原作などに合うロケ地を提案。
撮影に関する必要な情報（撮影の条件、
周辺の宿泊施設、飲食店、工務店）な
ども一緒に提供する。
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許認可のサポート／ロケ地との調整

＜情報提供：神戸フィルムオフィス＞
映画 『デスノート Light up the NEW world 』

・市内20ヶ所で道路規制をして数日、通行止め
で撮影

・エキストラ参加者約2000人

(作品全体での延べ数)
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１．滞在費用・機材レンタル・ロケセット等

⇒ 【直接経済効果】

2. マスメディア等への露出 ⇒ 【情報発信】

3. 観光客等の増加 ⇒ 【間接経済効果】

4. 撮影隊サービス業 ⇒ 【雇用や新事業の創出】

5. 創作活動の活発化・地域文化の見直し ⇒ 【文化振興】

6. 新しい観光・地域資源の発掘・発信

⇒【新たな魅力の発掘】

7. 地域への愛着心、チームビルディング

⇒【地域への誇り】【コミュニティ形成】

フィルムコミッションの効果は？ 地域活性
活動

©2025-2026 Japan Film Commission



FCの現状と作品の活用について

フィルムコミッション担当



７．日本のフィルムコミッションの現状 *２０２４年
国内興行収入10億円超 邦画31作
品
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出典：日本映画製作者連携ホームページ

参照：日本映画製作者連携ホームページ

※2021年実写のうち2作品は音楽ライブと舞台
※2023年実写のうち1作品はスポーツドキュメンタリー
※2024年実写のうち1作品は音楽ライブ

国内興行収入10億以上の支援内訳

©2025-2026 Japan Film Commission



＜JFC会員の作品支援実績＞

支援作品のジャンル（複数回答)

2024年度JFC調査
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*出典：日本映画製作者連盟＜制作費＞
邦画総製作費・・・・・約200～300億円
年間制作本数・・・・・約600本 （2025年は694本）
邦画平均製作費・・・約5000万円

*総合１位『ファイナルファンタジー』・・・167億円
*実写２位『20世紀少年』(3章総計)・・・60億円
*邦画アニメ製作費平均３～5億円

第１位『かぐや姫の物語』51億円

＜興行収入＞
歴代１位 『劇場版 鬼滅の刃 無限列車編』（2020）407.5億円
実写１位 『国宝』（2025）200億越え （製作費12億円）

映画制作費と興行収入

2024年 日本の映画業界
動員数：1億4,444万1,000人（前年比92.9%）
興行収入：2,069億8,300万円（前年比-6.5%）

うち邦画興収：1,558億円（前年比＋5.1%）
*2025年 興行収入2744億円（邦画：2075億円）歴代1位

映画の市場規模

約２０７０億円
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ハリウッド映画記録

『アベンジャーズ・エンドゲーム』(2019)
総製作費・・・３億５６００万ドル(約396億円) *世界第2位
世界興行収入・・・２９億２３７０万ドル(約3216億円) *世界第2位

＊ロケ地はスコットランド等
＊世界１位は『アバター』(2009)

『トップガン マーベリック』(2022)
世界興行収入・・・約１5億ドル（約２０２５億円）
日本興行収入・・・約１３７億円
総製作費・・・１．７億ドル（約２２９．５億円）

邦画輸出実績
2013年・・・6517万ドル(約68.4億円)
2019年・・・3億2778万ドル(約360億円)
2024年・・・5億4000万ドル(約800億円)

*出典：日本映画製作者連盟

*出典：IMDｂ
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VOD(ビデオオンデマンド)/ストリーミングの発展

＜世界の動画配信市場規模＞ ※出典：Omdia、Statista「Digital Market Outlook」

2021年：約9兆9,310億円（前年比24.5％増）

＜国内動画配信市場規模＞ ※(一財)デジタルコンテンツ協会調べ

2019年：約2,950億円（推定）
2022年：約4,870億円（推定）
2023年：約5,250億円（推定）
2024年：約5,500億円～5,700億円（推定）
2028年：約7,371億円（予想）

＜主な国内配信会社＞15社
Amazon Prime Video、Netflix、Hulu、Disney+ 等世界配信事業者含む

～配信普及によるFCへの影響～
①作品数の増加 ②制作費の増加 ③配信期間が長い

④世界へ配信 ⑤PRの変化
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バーチャルプロダクションへの協力

出典：Sony Marketing Inc. HP

出典：NHK(日本放送協会)HP

コロナ禍において、急速に進歩し導入
が進んだバーチャルプロダクションで
は、ロケ撮影と相反すると思われがち
だが、①状態のいいロケ地が使われる、
②少人数での撮影、交通や住人への
配慮が可能、③撮影が不可の場合で
も活用が可能など、利点も多い。
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≪FC専任スタッフ数≫*JFC調べ

2016年・・・0.60人（64名／104団体）
2017年・・・0.59人（59名／99団体）
2018年・・・0.90人(75名／89団体)＊0人の団体60%
2019年・・・0.75人(78名／104団体)＊0人の団体66団体
2020年・・・0.78人(82名／104団体)＊0人の団体63団体
2022年・・・0.53人(57名／107団体)＊0人の団体76団体
2023年・・・0.56人（60名／108団体）＊0人の団体66団体（62%）

＊AFCI：会員数 約3６０団体

＜日本のFCの支援体制＞

2024年FC専任スタッフ数
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制作者にとってのFCの役割

ロケ撮影には欠かせない存在

１．現地の情報提供

２．現地調査

３．許認可の調整

４．撮影支援

５．地元の人材、ネットワークの紹介

６．制作費の軽減のための支援

７．プロモーション協力
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適正な環境での
映画制作

スタッフと
プロダクション間の

契約を管理

ハラスメント対策

「日本映画制作適正化機構」の設立による業界の働き方改革

映像業界の取り組み
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パネル展の開催

作品の活用事例
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ロケ地マップの作成（地域連携）

９FCとJFCで連携して作成
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ロケ地マップフェア(ツーリズムEXPO内)の開催（JFC）
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ロケ地巡りツアーの開催
(ツアー商品化・旅行会社等との連携)

地域FC担当者がツアーガイドを担当。実際の撮影に出てきたコーヒーの試飲やロケ地のカフェ
やレストランでの食事なども楽しむ
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デジタルロケ地
マップの作成

ロケ地になった
ホテルでの写真展

©2025-2026 Japan Film Commission



スタンプラリーの開催

ロケ地とのコラボ
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ロケ地での衣装とパネル展

ホテルでのコラボスイーツの提供

様々なコラボ企画

ホテルでのコラボカクテルの提供

お土産とのコラボ
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地域の企業や業者と連携したロケ弁やケータリングの提供
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イベントの開催
（音楽イベント・トークショーなど）
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ロケ撮影
情報発信
経済効果

市民の参加

効果には直接（ロケ地での消費など）と
間接（興行収入など）の経済効果の他
に、ボランティアなどの社会的直接効果
や映像文化の醸成などの社会的間接
効果という社会効果もあり、その効果は
大きい。

ロケ誘致から派生した
地域産業の定着

シビックプライドの醸成

映像文化の定着

地域におけるFC活動の効果と継続

撮影による地域のエコシステム

市民活動の活発化

継続的な作品の誘致
による認知度のアップ
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ジャパン・フィルムコミッション(JFC)とは

＜目的＞

全国の撮影支援ネットワークを強化し、国内外の映画･映像作品の製作支援を
はじめ、フィルムコミッション（以下：FC）や映像関係者の人材育成支援、映像産
業の振興、映像文化の普及、地域資源の評価などの資する事業を行い、国や地
方公共団体、FC、映像関係企業や団体、職能者組織などと協力・連携し、日本の
撮影環境の発展に寄与することを目的とする団体です。

＜設立＞ ２００９年４月１４日

＜会員数＞１６０団体・個人（正会員 １４３ / 賛助会員１９）(2025/1/20現在)

＜理事構成＞

地域ブロック理事１０名／専門家理事７名／監事１名

＜世界ネットワークの連携＞

AFCI（国際フィルムコミッショナーズ協会）会員

AFCNet（アジア・フィルムコミッション・ネットワーク）会員

*副理事長就任 ２０２４年～
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JFCロケ地フェア（制作者とFCのマッチングイベント)

認定研修(新人研修)、スキルアップ研修等の人材育成 全国10カ所の地域ブロック研修(受託事業)

ジャパン・フィルムコミッションの活動例

ツーリズムEXPOジャパンでのロケ地マップフェア
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「JFCアウォード 経済産業大臣賞」（経産省共催）

国際イベントでのセミナー開催(受託事業)

ジャパン・フィルムコミッションの活動例

JFCアウォードの実施等、FCの地位向上や啓蒙活動

国際マーケット等への参加・ロケ誘致活動(受託事業含む)
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国際イベント参加、国際ネットワークとの連携ASEANにおける日本映画の上映とイベント(文化庁)

ジャパン・フィルムコミッションの活動例

その他
・国内外におけるFC活動等調査
・日本全体にかかる効果/実態等調査業務
・企画提案ピッチプロジェクト等の実施
・関係団体、業界団体との連携
・ガイドラインや経済効果測定などの作成協力
・国内外スタジオ等の調査
・被災地等の調査、サポート業務 など

JL-DBの利用促進調査等業務（受託事業）

ロケ地情報12,600件以上掲載
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ご清聴ありがとうございました
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